
【機密性２】
○次世代社会インフラ用ロボット現場検証結果報告

災害

水中

活用状況

活用状況

遠隔操縦ロボット
（ロボQ Ⅱ）

フジタ

フィルタ－リング後の地盤形状

熊本地震における斜面崩壊調査
（ルーチェサーチ）

SPIDERを用いた高精度地形解析
による災害調査技術

ルーチェサーチ 東北大学

火山災害予測用リアルタイムデータ
ベースを実現するセンシング技術

日立製作所

災害調査用地上／
空中複合型ロボットトシステム

パナソニック 大林組 五洋建設

画像鮮明化技術を用いた
ダム維持管理ロボットシステム

遠隔操作無人探査機による
水中構造物診断システム

アクアジャスターによる姿勢制御した
水中構造物の健全性評価

撮影画像

丸山ダムにおいて
水中点検ロボットよる調査を実施

（パナソニック、大林組）

資料２

（H28.3 災害応急復旧及び災害状況調査において有用度が高いと評価された技術）

（H28.3 水中維持管理において有用度が高いと評価された技術）
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【機密性２】

橋梁

「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」橋梁維持管理部会の審議を経て、
H30年 6月に評価結果を公表予定の技術

構造物点検ロボット
システム

「SPIDER & Giraffe」

ルーチェサーチ

非GPS環境対応型
マルチコプターを用いた
近接目視点検支援技術

三信建材工業

マルチコプターによる
近接撮影と異状箇所の

２次元計測

夢想科学

マルチコプタを利用した
橋梁点検システム

（マルコTM）

川田テクノロジーズ

「橋梁点検カメラシステム視る・診る」
による近接目視、打音調査等援助・

補完技術

ジビル調査設計

橋梁等構造物の
点検ロボットカメラ

三井住友建設

橋梁下面の近接目視支援用
簡易装置

「診れるんです」

東北工業大学

活用状況

○次世代社会インフラ用ロボット現場検証結果報告

H29年1月に「次世代社会インフラ用ロ
ボット現場検証委員会」橋梁維持管理
部会の審議を経て先行して評価した技
術

「橋梁における第三者被害予防措置要領
（案）」（平成28年12月改訂）に基づき実施さ
れる橋梁のコンクリート部材を対象に実施さ
れる損傷の点検における非破壊検査に活用

 

 

Jシステムにおける調査 

判定例） 

損傷部の種類と危険度を 

推定可能 

高性能カメラ採用による 

精度向上 

リアルタイム 

判定による調査支援 

撮影・解析ソフトウェア 

熱環境測定装置（事前準備） 

調査環境定量評価に

よる品質保証 

模擬異常部の確認で調査可能な時間帯を把握 

赤外線調査実施状況 

報告書例 

損傷の程度不明のため 

全箇所の点検実施が必要 

従来技術 

Ｊシステム 

損傷程度を 3段階に判定可能。 

損傷のひどい箇所を重点的に

点検することで効率向上 

赤外線調査トータルサポートシステム
Jシステム

（現場導入に向け、リクワイヤメントの一部を公表（H30.3）し、リクワイヤメント案に基づき評価を実施中）
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【機密性２】

トンネル

H30年 3月29日に「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」トンネル維持管理部会の審議を経て評価結果公表済の技術

走行型高速３Ｄトンネル点検システム
MIMM-R（ミーム・アール）

パシフィックコンサルタンツ

走行型高精細画像計測システム
(トンネルトレーサー)

中外テクノス

道路性状測定車両イーグル
(Ｌ＆Ｌシステム)

西日本高速道路
エンジニアリング四国

トンネル覆工コンクリート
内部・表面調査システム

三井造船

○次世代社会インフラ用ロボット現場検証結果報告
（現場導入に向けリクワイヤメントの一部を公表（H30.3）し、リクワイヤメント案に基づき評価を実施中）
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【機密性２】
点検記録作成支援技術要求性能（案）に対する意見公募（参考）

国土交通省では、「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」の各部会（橋梁及びトンネル維持管理）
における審議を経て、点検記録作成支援ロボット技術に対する要求性能(案)を設定。

これらの要求性能（案）に係る検証は、公共工事等における新技術活用システムの「テーマ設定型（技術公
募）」を行う予定であることから、そのプロセスの一環として、新技術活用システムの活用方式「テーマ設定型
(技術公募)」の実施にあたり、点検記録作成支援ロボット技術の要求性能(案)に対する意見を募集しました。

意見募集に係る記者発表資料（橋梁） 意見募集に係る記者発表資料（トンネル）
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